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◇ 本日の礼拝で「聖餐式」を行います。洗礼（含幼児洗礼）/バプテスマを受

けておられる方は、入口で聖餐カップ及びビニール袋等をお取り下さい。 

◇ 本日「YCCafe」は第１礼拝後のみオープンします。無料の冷たいお茶は第

２礼拝後もお飲みいただけます。“Welcome Coffee Ticket”販売中です！ 

◇ 「心のエステ 7 月号」が、今週木曜のタウンニュースに掲載されます。 

◇ 「リビングライフ 7 月号」(￥650)残り僅かです。どなたも購入できます。 

◇ アルコール消毒のため、集会終了後 30分で礼拝堂を閉じます。 

◇ 今週、週報 BOX を整理するため、位置が変わります。来週御確認ください。 

◇ 今年も半年守られたことを覚え、「上半期感謝献金」を主にお献げいたしま 

しょう。受付にあります献金袋も、どなたもご利用ください。 

◇ “礼拝献金”“什一献金”等も、受付前にある木の献金箱をご利用ください。 

◇ 献金口座：「横浜カルバリーチャペル」三菱UFJ 銀行大和支店 1204671 
 
 

□   本日の集会     10:30「キッズチャーチ」 11:45「執事会」 

 

           「七夕の祈り」 
 

なぜ七つの夕と書いて「七夕」と読むのか気になりました。

七月七日の夕という意味で、年に一度、織姫と彦星の願いが

届き、天の川を渡って会える日とされています。そんなとこ

ろから、笹の葉に願い事を書いた短冊を吊るすのでしょうか。 
 
勿論、聖書には「七夕」はありません。神が世界を創造された記録、創世記 1

章を見ますと、「夕」は六つしかありません。創造の第一日目から第六日目まで、

全て「夕があり、朝があった」（新改訳聖書）で一日が閉じますが、第七日目に

は「夕」も「朝」もありません。 
 

神にとっては創造の完成を祝した最後の第七日目。でも、それは六日目に創ら

れた人には第一日目です。人が創造の最初ではなく最後に創られたのは、人が

この地に生まれた時には、私がここに生きるに必要なすべてのものを神は既に

備えてくださっているという事を意味しています。その神が全てを備えて下さ

った事を、共に集って神に感謝と礼拝をまず献げるのが、私達、人の第一日目

であり、人の一週間はこの主の日/聖日（日曜）から、ここから始まるのです。 
 

そんな神への感謝と賛美から始める一週間を重ねた先にあるもの、やがてこの

地での六日間を終え、神の聖なる七日目に迎え入れられる私達、そこにはもは

や「夕」も「朝」もありません。こんな私をも愛して、天での再会を待ちこが

れた主が、私を永遠の休息と喜びへと迎えてくださる神の第七日目なのです。 
 

今週、七夕の夜空に、そんな永遠へと流れる神の「天の川」を見上げ、アブラ

ハムのようにどこまでもこの御方を信じ、主にある大きな夢と再会の喜びをこ

の胸に、今日もまた、この一週間を主と共に歩み出そうではありませんか。 

 
 

詩篇 29:1-11  栄光と力を主に帰せよ 

4  月 詩篇 30:1-12  御怒りは束の間 

5  火 詩篇 31:1-8  義なる主に願い求める 

6  水 詩篇 31:9-24  敵からの蔑視と冷遇 
7  木 Ⅱコリント 1:1-11 慰めてくださる神 
8  金 Ⅱコリント 1:12-22 「はい」となる神の約束 

Ⅱコリント 1:23-2:11 悲しませた人を赦しなさい 

Ⅱコリント 2:12-17 パウロの心配 

 司会：① 神田健博 兄   ② 森屋邦夫 兄 

プレイズ 

黙祷/祈祷                          （司会者） 

主の祈り                             （起立） 

聖書     使徒行伝 13 章 16～32 節 （新約  p.203） 

メッセージ  神の指 (Fingerprints of God) シリーズ 60 柴田順一 牧師 

  「神様のショッピングリスト」“Not by Super-stars but by Mini-stars” 

祈祷                             

聖餐式 

頌栄      「十字架にイエスきみ（聖歌 402）」    （起立） 

祝祷                            （牧師） 

 

 


